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　　市　の　人　口

（昭和60年８月１日現在）

　52,553世帯（前月比37世帯増）

　164,715人（前月比265人増）

　81,823人

世帯数

･人　口

　　　男

電話(0774)22－3141

●毎月1 日･11日･21日発行

第711号
女　　82,892人

　
宇
治
市
消
防
本
部
は
、
こ
の
ほ
ど
昭
和
六
十
年
上
半
期
（
一
月
か

ら
六
月
ま
で
）
の
火
災
・
救
急
統
計
を
ま
と
め
ま
し
た
’
。
火
災
発
生

件
数
は
、
過
去
十
年
間
の
う
ち
五
十
五
年
上
半
期
に
次
い
で
多
く
。

三
十
七
件
。
昨
年
同
時
期
比
で
十
二
件
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
原

因
で
は
、
半
数
以
上
の
二
十
件
が
放
火
（
疑
い
を
含
む
）
。
建
物
火

災
の
損
害
額
も
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
救
急
出
動
は
全
体

で
は
減
少
し
た
も
の
の
、
交
通
事
故
で
は
増
加
を
示
し
て
い
ま
す
。

火
災
原
因
放
火
（
2
0
件
）
が
ト
ッ
プ

卜
白
昼
の
放
火
で
空
き
家
火
災
（
6
0
年
３
月
2
0
日
若
森
で
）

　
六
十
年
上
半
期
に
発
生
し
た
火

災
件
数
は
三
十
七
件
で
、
昨
年
同

時
期
に
比
べ
ず
千
二
件
も
の
増
と

な
っ
て
い
毒
了
。
こ
れ
は
過
去
十

年
間
で
も
、
五
十
五
年
上
半
期
の

三
十
九
件
に
次
ぐ
も
の
で
す
。

　
火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
が

二
十
八
件
（
型
ハ
％
）
、
車
両
火

災
が
四
件
（
一
一
包
と
な
っ
て

い
未
了
。
特
に
建
物
火
災
で
は
、

昨
年
同
時
期
に
比
べ
て
十
件
（
五

六
％
）
も
増
加
す
る
と
い
う
近
年

に
無
い
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
焼
損
面
積
で
は
、
建
物
火

災
の
増
加
に
伴
い
、
昨
年
同
時
期

よ
ぴ
約
一
〇
％
多
い
一
千
三
百
七

十
平
方
メ
ー
ト
ル
が
焼
損
。
彊
災

に
よ
る
損
害
額
は
、
こ
こ
で
も
建

物
火
災
の
増
加
で
六
千
七
百
七
十

三
万
円
と
。
昨
年
同
時
期
の
二
倍

以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
火
災
に

よ
る
死
傷
者
は
、
死
者
二
人
（
い

ず
れ
も
自
殺
か
そ
の
疑
い
に
よ
る

も
の
）
と
負
傷
者
三
人
（
消
火
活

動
中
に
よ
る
も
の
外
）
と
な
っ
て

い
未
了
。

　
出
火
原
因
は
、
ト
″
プ
が
放
火

　
（
疑
い
を
含
む
）
の
二
十
件
（
五

四
％
）
、
次
い
で
ガ
ス
コ
ン
ロ
三

件
（
八
％
）
、
火
遊
び
、
ふ
ろ
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
（
右
表
）
。
今

期
は
、
放
火
に
よ
る
火
災
の
多
発

が
特
徴
で
あ
り
、
特
に
三
月
に
は

十
件
も
発
生
。
空
き
家
、
ア
パ
’
‐
。

卜
の
空
き
室
、
留
守
宅
や
建
築
中

の
建
物
が
瑕
幻
れ
ま
し
た
。
市
と

消
防
本
部
で
は
、
特
別
警
備
体
制

と
共
に
、
「
市
政
だ
よ
り
」
な
ど

で
防
火
啓
発
を
図
り
ま
し
た
。

救
急
土
・
日
曜
日
が
ピ
ー
ク

　
六
十
年
上
半
期
の
救
急
出
動
件

数
は
、
一
千
三
百
五
十
八
件
で
昨

年
同
時
期
に
比
べ
て
三
件
減
少
し

て
い
毒
了
。
内
容
別
で
は
、
急
病

が
ト
ッ
プ
、
次
に
交
通
事
歌
と
続

き
、
ト
位
二
つ
で
全
体
の
七
七
％

m
ｉ
め
て
い
ま
す
（
左
表
）
。

　
今
期
の
特
徴
は
、
交
通
事
故
に

よ
る
も
の
が
、
昨
年
同
時
期
に
比

べ
四
十
件
も
激
増
し
て
い
る
の
に

対
し
、
一
般
負
傷
で
は
昨
年
よ
り

四
十
七
件
と
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
一
日
の
平
均
出
動

件
数
は
、
七
・
五
件
。
三
時
間
二

十
分
に
一
回
の
割
で
出
動
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
未
了
。
月
別
で
は
、

五
月
が
二
百
七
十
二
件
、
次
い
で

三
月
二
百
四
十
三
件
、
四
月
二
百

四
十
一
件
と
な
っ
て
い
未
了
。
搬

送
し
た
人
数
の
曜
日
別
で
は
土
・

救急出動の内容別件数

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義

務
化
さ
れ
る
な
ど
の
内
容
で
、

道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
段
階
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
改

正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
す
べ
て
の
道
路
で
運
転
者
は
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
義
務
付

け
■
＆
Ｃ
ま
し
た
。
ま
た
、
助
手

席
に
座
る
人
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
舎
看
用
さ
せ
て
か
ら
で
な
い

と
運
転
で
呈
笹
ん
。

　
た
だ
し
、
次
の
よ
シ
伍
答

は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
免
除

Ｗ
Ｃ
ｉ
手
一
。

　
▽
自
動
車
を
バ
ッ
ク
さ
せ
る

捉
弓
体
が
著
し
く
大
き
い
、

あ
る
い
は
小
さ
い
た
め
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
が
着
用
で
き
な
い
場

合
▽
妊
娠
中
の
人
や
け
が
、
病

気
、
障
害
の
た
め
。
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
が
不
適
当
な
握
に

▽
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
緊
急

自
動
車
な
２
Ｊ
§
-
頻
繁
に
乗
降
す

る
自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
。

〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉

高
速
道
路
、
自
動
車
専
用
道

９月１日道路交通法が改正

シートベルト着用を義務化

卜
車
に
乗
る
時
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
必
ず
締
め
て
か
ら

日
曜
日
が
ピ
ー
ク
に
（
左
下
表
）
。

行
楽
シ
ー
ズ
ン
や
瞑
れ
が
出
や
す

い
時
期
に
、
救
急
出
動
も
多
く
な

る
こ
と
が
シ
か
が
え
康
ｙ
。

気
分
を
引
き
締
め

防
火
・
防
災
の
ヽ
心
掛
け
を

こ
れ
か
ら
几
月
に
か
け
て
は
残

曜日別の救急搬送人数
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シて 日 月 火 水 木に 土

路
で
運
転
者
本
人
が
着
用
し
て

い
な
い
握
－
は
、
行
政
処
分
点

数
一
点
。
た
だ
し
一
般
道
路
で

は
、
今
回
の
改
正
趣
に
県
運
転

者
に
徹
底
す
る
ま
で
、
当
面
は

行
政
処
分
点
数
は
負
荷
さ
れ
ま

せ
ん
。
初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
の

二
人
乗
り
禁
止

　
自
動
二
輪
車
の
免
許
か
取
っ

て
一
年
未
満
の
初
心
者
・
フ
イ
ダ

ー
は
、
二
人
乗
ひ
を
し
て
は
い

け
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉

　
行
政
処
分
点
数
一
点
。
反
則

金
四
千
円
。
罰
金
三
万
円
以
下
。

迷
惑
騒
音
運
転
の
禁
止

　
字
ぶ
し
、
急
Ｓ
冦
、
急
加

速
な
μ
暑
し
く
人
に
迷
惑
に
な

る
騒
音
を
生
じ
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉

　
行
政
処
分
点
数
一
点
。

　
な
お
、
自
動
二
輪
、
原
付
車

の
運
転
者
に
も
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
ヽ

の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
違
反
し
た
場
ふ
口
は
、
行
政

処
分
点
数
一
点
の
措
置
が
さ
れ

ま
ず
。
施
行
は
、
六
十
一
年
七

月
五
日
か
ら
で
す
が
、
施
行
前

で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぷ
り
、

身
の
安
全
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

暑
が
続
き
、
夏
の
庫
れ
が
出
や
す

い
時
期
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
で
も
、
思
い
が
け
な
い
大
き

な
事
故
や
火
災
奎
―
岨
こ
し
ま

す
。
一
人
ｔ
Ｐ
Ｊ
ａ
が
気
分
奎
引
き

締
め
、
防
火
・
防
災
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
悪

質
な
放
火
に
よ
る
火
災
が
続
発
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
以
前
程

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
油
断
は

禁
物
。
空
き
家
や
物
置
貪
苔
、

Ｅ
常
目
の
届
か
な
い
場
所
に
は
必

ず
施
錠
し
、
家
の
周
り
に
紙
く
ず

な
ど
の
可
燃
物
夕
置
か
な
い
な
ど
、

放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
ぐ
だ
さ
い
。
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九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
市

で
は
、
一
定
の
要
件
で
満
七
干
歳

以
上
の
市
民
に
敬
老
坦
琴
受
給

し
て
い
ま
で
一
。

　
敬
老
祝
金
は
、
こ
れ
ま
で
敬
老

会
当
日
に
会
場
で
お
渡
し
し
て
い

ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
は
下
表

の
日
程
で
、
二
十
一
地
域
に
支
給

会
場
タ
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ど
の
会
場
で
も
お
渡
し
で
w
w
Ｐ
s

が
、
で
き
る
だ
け
最
寄
り
の
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
敬
老
祝
金
夕
受
給
さ
れ

る
人
に
は
、
事
前
に
敬
老
祝
金
支

給
案
内
の
は
が
き
を
お
送
ひ
し
ま

す
。
受
給
の
際
に
は
、
そ
の
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
必

ず
押
印
の
上
支
給
会
場
へ
持
参
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
は
が
き
を
お
忘
れ

に
な
る
と
、
敬
老
祝
金
を
受
給
で

>
M
i
i
f
>
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご

注
意
ぐ
だ
さ
い
。

ａ

－

1

1

1

1

　
敬
老
会
の
催
し

　
一
部
出
演
者
が
変
更

　
九
月
十
五
日
に
文
化
会
館
（
折

居
台
一
丁
自
、
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

で
開
ぐ
敬
老
会
の
催
し
物
で
、
出

演
者
の
一
部
が
次
？
答
に
変
児

　
ま
た
、
地
域
の
会
場
へ
来
ら
れ

な
い
人
は
、
九
月
九
日
以
降
十
一

月
三
十
日
ま
で
に
福
祉
事
務
所
福

祉
課
へ
、
は
が
ま
″
参
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
Ｆ
と
は
、
福
祉
課

　
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い

ふ
Ｂ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た

出
演
者
の
含
－
一
、
正
司
敏
江
・
玲

児
（
漫
才
）
が
都
合
に
よ
り
出
演

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
宮
川
大
助
・

花
子
（
漫
才
）
に
変
児
し
示
で
］
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

敬老祝金の支給日程表

月　日 時　間 場　所 月　日 時間 場　所

9／2tf!)

午前9時半

　～11時半

六地蔵公会堂

9／5哨

午前9時半

　～11時半

中ノ田集会所

木幡公民館 西小倉集会所

午後2時
　　- 4時

登り集会所
午後2時
　~ 4時

伊勢田公民分館

西岡屋会館 小倉公民館

9／3火)

午前9時半

　～11時半

大和田公会堂

9／6吻

午前9時半

　　～11時

白川集会所

宇治市民会館 笠取南部集会所

午後2時

　　~4時

三室戸集会所
午後2時
　～3時半

喜　県会　館

城南荘集会所 笠取集会所

9/4伽

午前9時半

　～11時半

開公民分館 9／7(土) 午Hi』9時半
　-Ill*半 紫ヶ丘公民分館

旦椋公会堂 9／9月

11/AO出
(溜？)

午前9時
～午後5時

福祉事務所福祉課
午後2時
　　- 4時

広野公民分館

西大久保集会所

火災は増加・救急は減少

　60年上半期火災・救急統計

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
義
務
付
け

敬
老
祝
金
を
支
給

9
月
2
日
か
ら
市
内
2
1
会
場
で



1985年（昭和60年）８月21日発行（2）宇治市政だより第711号

太陽が丘でIOOO人のブラス
　
竿
治
市
・
城
陽
市
・
久
御
山
町

の
中
学
校
と
高
等
学
校
の
吹
奏
楽

部
が
。
第
1
4
回
オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
中
学
校

と
高
等
学
校
の
交
流
か
深
め
、
ク

ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、
ま

た
市
民
の
み
な
”
λ
に
吹
奏
楽
に

親
元
で
い
た
だ
こ
う
と
、
毎
年

夏
休
み
に
催
さ
れ
て
い
ま
ず
。

　
本
年
は
、
小
学
校
合
同
金
管
バ

ン
ド
の
参
加
も
あ
り
、
会
場
も
太

陽
が
丘
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
開
か
れ

ホ
チ
。

　
演
奏
す
る
曲
目
も
、
「
恋
の
ヵ

’
－
ニ
バ
ル
」
「
コ
パ
カ
バ
ー
ナ
」

「
7
6
本
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
」
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い

る
曲
が
演
奏
洽
れ
ま
ず
。

　
素
ｆ
ｃ
^
ａ
.
し
い
演
奏
を
聴
き
に
ぜ

ひ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

▽
と
孝
：
８
月
2
5
日
面
、
午
後
１

　
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
・
：
太
陽
が
丘
野
外
ス
テ

(塔の鳥で)昨年のコンサート

ふ

（
社
会
教
育
課
）

お
知
ら
せ

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
２
日
～
９
月
2
6

日
ま
で
の
毎
週
月
・
木
曜
日
の
８

日
間
、
時
間
は
午
後
７
時
半
ト
９

時
半
▼
と
こ
う
：
大
開
小
学
校
体

育
館
ｙ
対
象
・
定
員
・
・
・
一
般
3
0
人

▼
参
加
料
・
：
五
百
円
▼
申
し
込
み

・
：
市
民
体
育
課
（
Ｓ
⑩
3
1
4
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
児
童
扶
養
手
当

　
　
　
現
況
届
の
提
出

　
児
童
扶
養
手
当
舎
冥
け
て
い
る

人
は
、
現
況
届
を
九
月
十
日
ま
で

に
福
祉
課
へ
提
出
し
で
こ
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
け
は
、
手
当
蛮
引
き
続

い
て
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
審

査
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
提
出

し
な
い
場
合
、
手
当
の
支
給
が
差

に
正
め
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
八
月
一
日
か
ら
児
童
扶

養
手
当
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

支
払
額
、
支
払
月
等
の
穿
更
、
さ

お買物のめやす

消費者物価20（8月分）

この公表価格は、８月初めに実施した消費者･モニｆ
一店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　名 規　　格 平均
価格

価格状況

琵 ａ紳賄月比 吋前年比

灯　　油
18(店頭 1.33? 0.0*8.^

　　円1.440 1,175"

18(配達 1.407▲0.2▲6.1 1,4901.275

ガソリン
レギュラー1≪Sl金
売り 139 0.0A 2.1 ISO 130

ティッシュ

　ペーノf－ 400枚入り１糟けリネ■lit.･ｽｺｯﾃｨ)150▲2.0 0.7 168 118

台所用
　　ラップ

サランラップ
30c皿×20c● 225 3.7 2.3 238 178

アル

イル25c慟×8c● 161
轟1.2 5.9 185 no

シャンプー 液体ボ'J容器220CC花王エッセンシャル 232 0.9▲1.7 290 225

洗濯用　≫石けん 2.4l<g 879 0.1 0.2 970 650

牛　　肉
すき焼用
中程度100g 323▲7.2A 9.0 45） 270

塩さけ 切り身100g 325▲1.8 13.6 430 210

バレイショ 男爵100g 22 0.0A21.4 40 12

キャベツ中玉約l㎏ 383 42.9160.5 678 258

鶏　　卵
Ｍサイズパック入
10佃 208 6.1 15.6 248 190

食用油
日清サラダ油瓶入
1.650g 731A3.8 4,7 880 630

しよう油
キッコーマン濃口
瓶入2 t Sll▲5.0▲4.5 598 498

砂　　糖上白Iks 262 1.2 7.8 2SS 248

小麦粉
日清小麦粉フラワー
l㎏（薄力粉） 208 0.0 1.0 218 193

インスタント
　コーヒー

ネスカフェ黒ラベル
瓶入lSOg 1,018▲0.3 4.01,158 890

み　　そタヶヤミソl㎏ 364 10.3 9.6 358 275

食''ン
普通品1斤
(スライスしたもの) 161 0.6▲1.8 180 120

洗濯代 ワイシャツ白の長そで 157 1.9 9.0 250 120

ら
に
請
求
の
期
限
に
つ
い
て
、
手

当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら

五
年
翁
習
範
ば
、
正
当
な
理
由

が
な
い
限
り
手
当
の
請
求
牽
ｆ
ｙ
る

こ
と
が
出
来
な
ぐ
な
り
ま
レ
に
。

　
評
ど
は
、
福
祉
課
（
雲
⑩
3

1
4
1
）
ま
で
お
問
い
４
１
１
Ｑ
^
ｆ
)
ぐ

だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
所
得
状
況
届
の
提
出

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
営
け
て

い
る
人
は
、
所
得
状
況
届
を
九
月

十
日
ま
で
に
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
け
は
、
手
当
受
給
者
と

そ
の
家
族
の
前
年
の
所
得
額
を
知

る
た
め
の
も
の
で
す
。
提
出
し
な

い
場
合
、
手
当
の
支
給
が
差
し
止

め
に
な
り
ま
ず
。
　
（
福
祉
課
）

　
や
ま
ぶ
き
学
級

　
キ
ャ
ン
プ
の
集
い

　
仲
間
と
共
に
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ

を
-
Ｍ
ｉ
ｆ
>
ん
か
。

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
召
苗
・
2
2
日

間
▼
と
こ
ろ
・
：
南
山
城
少
年
自
然

の
家
（
相
楽
郡
南
山
城
村
）
▼
対

象
・
・
・
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
心
身
障
害
者
で
、
義
務
教
育
を

槇島に投票区新設

羽戸山団地なども一部変更

終
え
養
護
学
校
へ
通
学
中
で
な
い

人
▼
定
員
・
・
・
2
5
人
▼
参
加
費
・
・
・
二

千
三
百
円
（
一
人
）
▼
内
容
・
・
・
（
第

一
日
目
）
開
村
式
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
。
（
第
二
日
目
）
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
▼
申

し
込
み
・
：
８
月
3
1
日
出
ま
で
に
教

育
委
員
心
一
社
会
教
育
課
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
へ
。

　
な
お
、
介
護
を
要
す
る
障
害
の

人
は
、
介
護
者
の
同
伴
を
お
願
い

す
る
握
影
あ
り
求
了
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
お
は
な
し
会

　
そ
ぐ
も
た
ち
が
、
お
話
の
お
も

Ｌ
ろ
会
玉
の
楽
し
さ
を
味
わ
い

　
宇
治
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

投
票
さ
れ
る
人
の
利
便
と
、
投
票

事
務
の
適
正
な
管
理
を
図
る
た
め
、

一
投
票
区
の
増
設
と
一
部
投
票
区

域
な
ど
の
変
更
を
し
ま
し
た
。

　
投
票
区
の
新
設

　
▼
第
1
5
投
票
区
（
北
横
島
小
学

校
体
育
館
）
…
横
島
町
土
ハ
、
十
八
、

二
十
四
、
三
十
五
、
千
足
、
清
水
、

本
屋
敷
、
目
川
の
全
部
及
び
落
合

の
一
部
（
目
川
雨
水
幹
線
よ
り
東

側
）
。

　
投
票
区
の
変
更

　
▼
羽
戸
山
と
そ
の
周
辺
地
域
・
：

羽
戸
山
全
部
を
第
3
1
投
票
区
（
青

少
年
文
化
研
修
道
場
）
に
、
黄
道

東
隼
上
り
の
全
部
政
義
獲
票
区

▲印は減

空
想
と
冒
険
の
世
界
に
遊
ぶ
集
い

で
す
。

　
▼
と
き
…
８
月
2
2
日
唄
午
前

1
0
時
半
L
1
1
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
（
折
居
台
一
丁
自
）

▼
内
容
・
・
・
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居

▼
対
隼
・
・
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学

年
▼
参
加
料
…
無
料
▼
問
忿
お

せ
・
・
・
中
央
図
書
館
（
ｓ
⑩
1
5
1

1
）
へ
。
　
（
中
央
図
書
館
）

團
團
匠
好

一
Ｒ
号
四
面
の
写
真
説
明
の
中
で

「
昨
年
の
河
原
開
放
文
化
祭
」
と

表
記
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
ぐ

は
「
昨
年
の
河
原
解
放
文
化
？
で

し
た
。
訂
正
し
お
わ
び
し
示
ｙ
。

　
（
宇
治
高
校
）
に
亦
更
。

　
▼
天
神
台
と
そ
の
周
辺
地
域
・
：

天
神
台
の
全
部
、
宇
治
天
神
の
全

部
、
宇
治
御
廟
の
全
部
か
第
２
投

｀
蘆
（
宇
治
中
学
校
）
へ
変
更
。

　
▼
第
１
投
票
区
（
棋
島
保
育
所
）

の
南
部
地
域

　
横
島
町
大
町
４
～
4
2
番
地
、
4
4

～
4
8
番
地
と
島
前
６
番
地
、
？

6
5
番
地
、
6
7
番
地
奎
恐
背
察
区

　
（
横
島
小
学
校
）
に
変
当

　
横
島
町
五
才
田
2
2
番
地
、
2
6
～

3
0
番
地
、
3
3
～
5
2
番
地
、
5
5
～
7
2

番
地
、
一
町
田
5
0
～
6
7
番
地
、
7
1

～
9
6
番
地
、
月
夜
4
1
～
5
0
番
地
、

5
1
番
地
舎
営
疫
票
区
（
小
倉
公

民
館
）
に
変
男

　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

　
あ
な
た
の
家
庭
で
便
り
れ
て
Ｉ
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン
。
職
業
用
動
力

い
な
い
品
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ミ
シ
ン
、
顕
微
鏡
、
ワ
ー
ド
プ

　
前
期
開
設
期
間
は
八
月
三
十
　
ロ
セ
ッ
サ
ー
、
電
動
タ
イ
プ
ラ

一
日
奥
渚
ｙ
。
譲
っ
て
徘
し

い
も
の
、
譲
Ｓ
Ｎ
た
い
も
の
は
、

今
す
ぐ
不
専
回
報
セ
ン
タ
ー

　
（
商
工
観
光
課

内
公
⑩
1
1
4

1
）
へ
登
録
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
譲
っ
て
く

だ
さ
い

　
食
堂
用
子
ど

も
い
す
、
二
段

べ
″
ド
、
整
理

た
ん
す
、
長
い

す
、
げ
た
箱
、

ス
チ
ー
ル
製
整

理
棚
、
食
卓
用

テ
ー
ブ
ル
、
ピ

ア
ノ
用
い
ず
、

座
敷
机
、
冷
凍

庫
、
冷
蔵
庫
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
カ
セ
ッ
ト
、

イ
タ
ー
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
、
精

米
機
、
目
覚
ま
し
時
計
。

　
▼
穣
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
食
器
棚
、
べ

開設期限は８月末まで

″
ド
（
ソ
フ
ァ

ー
、
シ
ン
グ
ル
ー

ダ
プ
ル
）
、
ス
チ

ー
ル
製
本
棚
、

テ
レ
ビ
台
、
三

面
鏡
、
布
団
乾

燥
器
、
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
、
ガ
ス

ふ
ろ
が
ま
、
ガ

ス
湯
沸
か
し
器
、

歩
行
器
、
ベ
ビ

ー
カ
ー
、
ベ
ビ

．
Ｉ
ベ
ッ
ド
、
ベ

ビ
ー
フ
ェ
ン
ス
、

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

美
容
器
具
、
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
、

菊
鉢
一
式
、
厚

洗
濯
機
、
ス
テ
レ
オ
、
扇
風
機
手
な
べ
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
熱
帯

電
気
オ
ル
ガ
ン
、
電
子
オ
ル
ガ
魚
水
槽
、
電
気
ス
タ
ン
ド
、
ホ

ン
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
石
油
ス
　
ー
ム
サ
ウ
ナ
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、

ト
ー
ブ
、
各
種
自
転
車
、
双
子
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
、
ガ
ス

用
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ペ
ビ
ー
バ
ス
、
ス
ト
ー
ブ
。

ぶ
ら
ん
こ
、
布
団
干
し
、
ポ
ー
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

排
水
設
備
工
事

　
公
認
業
者
の
募
集

　
本
市
で
は
、
公
共
下
水
道
事

業
（
東
宇
治
処
理
区
）
が
昭
和

六
十
一
年
度
に
一
部
供
用
開
始

さ
れ
る
の
に
伴
い
、
排
水
設
備

工
事
公
認
業
者
套
量
ｒ
羊
チ
。

　
▼
業
者
の
要
件
・
・
・
①
排
水
設

備
工
事
か
至
な
業
と
し
て
い
る

こ
と
②
管
工
事
に
か
か
わ
る
建

設
業
法
上
の
許
夏
忌
吟
て
二

年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
③

市
内
に
店
舗
、
資
材
倉
庫
及
び

機
材
器
具
を
有
し
、
業
務
上
の

信
用
聚
有
す
る
こ
と
④
宇
治
市

給
水
装
置
工
事
公
認
業
者
か
、

そ
の
業
者
と
連
帯
し
て
工
事
が

施
工
で
き
る
こ
と
⑤
市
が
実
施

Ｌ
だ
技
術
者
試
験
に
合
格
し
た

技
術
者
を
三
人
以
上
有
し
、
そ

の
内
一
人
以
上
は
一
級
技
術

者
で
あ
る
こ
と
⑤
三
年
以
上
排

水
設
備
工
事
に
従
事
し
た
経
験

者
を
有
す
る
こ
と
。

　
▼
申
し
込
み
期
間
…
９
月
２

日
側
～
９
月
1
4
日
出
。

　
▼
申
し
込
み
・
・
・
建
設
部
下
水

道
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
書

類
か
添
え
て
下
水
道
課
ま
１

　
詳
に
と
は
、
下
水
道
課
（
酋

⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
下
水
道
課
）

490

不用品情報センター

オープンエア・コンサート

工
夫
し
て
十
分
な
休
息
を

心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

成
人
病
予
防
の
５
本
柱

健
康
の
す
す
め
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